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大韓土木学会（KSCE）年次大会に参加

　2018年10月17～19日

に、韓国・慶州市にて大

韓土木学会（KSCE）の

年次大会が開催された。

土木学会からは、土木学

会副会長・国際部門主査

理事 須野原豊氏（（公

社）日本港湾協会）、土木学会国際センター 国際交流・韓国グルー

プリーダー 江上和也氏（（株）エコー）と曽根真理教授（東洋大

学）、KSCEの招待により森本章倫教授（早稲田大学）が参加

した。

　国際ラウンドテーブル（IRM）では、“Smart City Technology 

for People and Environment”をテーマに、韓国、台湾、日本、

中国、香港、パキスタンの専門家が集まり、それぞれの国・地域に

おけるSmart City導入の取り組みを紹介した。日本からは、森本

教授と曽根教授が、異なる視点から日本の事例を紹介した。各国

の発表を通して、社会環境やステークホルダーのニーズの違い、更

に、導入によってもたらされる生活スタイルの変化とそれに対する期

待と懸念もうかがい知ることができた。

　次に、Civil Engineering Leader's Network（CELeN）主

催による若手セッションが開催された。第1部では、韓国の企業に就

職している若手外国人技術者が自分自身の就職体験やこれまでに

従事したプロジェクトを紹介した。第2部では、韓国語によるプレゼン

テーションコンテストが実施された。若手が自ら企画運営し、積極的

に参加している姿が印象的であった。

CECAR8 ブース展示のご紹介

　2019年4月16～18日、東京・池袋にて第8回アジア土木技術国

際会議（CECAR8）が開催される。会議期間中、同会場でブース

展示も行う。出展者は、ゼネコン、コンサルタント、鉄道・道路・電

力会社、NPO、自治体等約60の組織が出展する。

　出展内容は、道路、トンネル、橋梁、鉄道等のプロジェクト、ICT

等の新技術、維持管理、防災・災害対応他と多岐にわたり、土木・

建設業界の最新の動向を知る機会となるだろう。

　一般の方がたにも気軽に立ち寄っていただけるようブース見学は

入場料が無料である。“土木”がいかに日常の生活に根差している

か感じていただけるであろう。

【開催速報】基準の国際化セミナー・第9回JOPCAセ
ミナー

　国際センター・プロジェクトグループは国際港湾交流協力会

（JOPCA）と共催で標記セミナーを2018年11月7日（水）に土木

会館講堂で開催した。

　本セミナーは「技術基準の国際化へ向けた取り組みと課題～港

湾での取り組みを中心に～」をテーマとして、港湾分野における技

術基準の国際化の取り組みの現況や課題を紹介した。セミナーを

通じて産官学の連携強化の意義を強く感じた。なお、総参加者数

は延べ89名であった。最後にセミナー実施にあたり、関係各所に深

く感謝申し上げる。

News Pick Up !!

初日のウェルカムレセプションにてHong-Taek 
Kim KSCE会長（中央）とともに
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